
今年は11/29賛育会全体での本開催の前に
清風園、第二清風園の町田事業所で事前発
表会を行いました。
貴重な取組みを共有することでケアやサー
ビス向上、支援を深める学びの機会となり
ました。
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研修の目的はご利用者の自由と尊厳を守り虐待を未然に防ぐケアの視点を身に着けることです

権利擁護研修

～見えていない拘束を見る力
　　　　　　　　気付く力を育てる～

・ついやってしまっているケアを立
ち止まって見直す。
・ご利用者の視点で「何が苦痛で、
何が制限になるのか」を考える。

～ケアの”つもり”と、
受けての”感じ方”は大きく異なります～

・時間がない、人がいない、安全の
ため・・・だけれども、このケアは
自分がされたらどう感じるだろう
と、一度立ち止まって考えてみる。

～認知症ケアに「正解」はない ～

　　　【意識すべき３つの視点】
・気づきを見逃さない感性を育てる。
・ご利用者の立場/気持ちでケアを見直す
・チームで支える。

プレゼンテーション形式で、各現場で直面する課題や問題に対する取り組みを発表します

「賛育会の研究発表会」ＳＥＡＰの取組「賛育会の研究発表会」ＳＥＡＰの取組「賛育会の研究発表会」ＳＥＡＰの取組

 REPORT

EFFORT

（9月研修）（9月研修）

 講師の一言

「研修ハイライト」「研修ハイライト」

多死社会における特養ホームの役割多死社会における特養ホームの役割
～看取りケアの現状と課題、
今後の展望について考える～

取り組みカードを活用して

日々の業務に「できた！」を増やそう

取り組みカードを活用して
日々の業務に「できた！」を増やそう
～仕事にやりがいを持てる環境つくり～

この他にも
「地域ケア推進会議の取り組み」や

「業務の効率化とサービスの質の向上」
の発表がありました！！

「研修ハイライト」「研修ハイライト」「研修ハイライト」「研修ハイライト」
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賛育会の事業と地域支援活動にご参加ください

賛育会の事業と地域支援活動にご参加ください
賛育会では、いのちの授業やこども食堂、高齢者の居場所づくりなど

60を超える様々な地域支援活動を行っています。
そして、これらの活動は皆さまからのご寄付によって支えられています。
災害や感染症の影響下での病院、高齢者施設や保育園の運営は、

大きな困難に直面しています。

隣人を愛す。
この精神とともに、地域の人々の「生きる」と「笑顔」を、100年を超えて、
支え続けています。

10月に秋の恒例行事となりましたハロウィンイベントを
開催いたしました。
当日はご利用者の皆さまに加え、地域の皆さまにもお越し
いただき、施設全体が笑顔と笑い声であふれる一日となり
ました。
 

ー🎃ハロウィンフェスティバル🎃2025.10.5開催ー 

また、新たに「赤ちゃんのいのちを守るプロジェクト」を開始し、
社会的なセーフティネットワークづくりにも取り組んでいます。
これらの活動は皆さまからのご寄付によって支えられています。

皆さまの温かいご支援をお願いいたします。

詳しくは賛育会ホームページを
ご覧ください

PARTICIPATION

第二清風園　施設長　石田　悟
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職員手作りの飾り付けや仮装、ゲームコーナーや写真撮
影会などを通して、世代を超えた交流が生まれ、和やか
な時間を過ごしていただけたようです。
ご参加くださいました地域の皆さま、準備や運営にご協
力くださった皆さまに心より感謝申し上げます。
今後も地域とともに歩み、皆さまに楽しんでいただける
行事を企画してまいります。

地域にとってなくてはならない
多世代が交流できる温かい拠点を目指して


